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(57)【要約】
【課題】コンタクトとカードエッジ端子との接圧が逃げ
るのを抑制した雌コネクタ及びカードエッジコネクタを
提供する。
【解決手段】カード部材と接続される雌コネクタ１１で
あって、一方にカードエッジ端子と接続される接続部と
、他方にワイヤー装着部とを有し、接続部及びワイヤー
装着部が一体に形成されたコンタクトと、一方にカード
エッジ部が挿入される平開口部１３と、他方にワイヤー
が挿通される挿通部とを有し、内部に平開口部１３と連
通しカードエッジ部が配置される内部空間１５と、内部
空間１５を挟み対向して設けられたコンタクト収容部１
６（１６ａ、１６ｂ）とが形成されたハウジング１２と
、を有し、ハウジング１２の内部空間１５には平開口部
１３を挟んだ一方側１６ａ及び他方側１６ｂを繋ぐリブ
１７が少なくとも一箇所に形成されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのカードエッジ端子が少なくとも一面に形成されたカードエッジ部を有
するカード部材と接続される雌コネクタであって、
　一方に前記カードエッジ端子と接続される接続部と、他方にワイヤーが装着されるワイ
ヤー装着部とを有し、前記接続部及び前記ワイヤー装着部が一体に形成された少なくとも
１つのコンタクトと、
　一方に前記カードエッジ部が挿入される平開口部と、他方に前記ワイヤーが挿通される
挿通部とを有し、内部に前記平開口部と連通し前記カードエッジ部が配置される内部空間
と、前記内部空間を挟んで対向して設けられた前記コンタクトが位置決め及び固定されて
収容されるコンタクト収容部とが形成されたハウジングと、を有し、
　前記ハウジングの前記内部空間には、前記コンタクト収容部の前記平開口部を挟んだ一
方側及び他方側を繋ぐリブが少なくとも一箇所に形成されていることを特徴とする雌コネ
クタ。
【請求項２】
　前記コンタクトの前記接続部は、前記ハウジングの前記平開口部側に形成される第１開
口と前記ワイヤー装着部が設けられる側に形成される第２開口とを有し、前記カードエッ
ジ端子と接触される接触部を有する中空の筒状体で形成され、
　前記ハウジングの前記コンタクト収容部は、収容された前記コンタクトの両側面側に形
成される側壁部及び前記第１開口側に形成される端壁部で覆われており、前記コンタクト
の少なくとも前記接触部が配置される部分が開放され、
　前記端壁部の前記コンタクトと対向する側には、前記接続部の前記第１開口に嵌入され
る突起部が形成されていることを特徴とする請求項１に記載の雌コネクタ。
【請求項３】
　少なくとも１つのカードエッジ端子が少なくとも一面に形成されたカードエッジ部を有
するカード部材と接続される雌コネクタであって、
　一方に前記カードエッジ端子と接続される接続部と、他方にワイヤーが装着されるワイ
ヤー装着部とを有し、前記接続部及び前記ワイヤー装着部が一体に形成された少なくとも
１つのコンタクトと、
　一方に前記カードエッジ部が挿入される平開口部と、他方に前記ワイヤーが挿通される
挿通部とを有し、内部に前記平開口部と連通し前記カードエッジ部が配置される内部空間
と、前記内部空間を挟んで対向して設けられた前記コンタクトが位置決め及び固定されて
収容されるコンタクト収容部とが形成されたハウジングと、を有し、
　前記コンタクトの前記接続部は、前記ハウジングの前記平開口部側に形成される第１開
口と前記ワイヤー装着部が設けられる側に形成される第２開口とを有し、前記カードエッ
ジ端子と接触される接触部を有する中空の筒状体で形成され、
　前記ハウジングの前記コンタクト収容部は、収容された前記コンタクトの両側面側に形
成される側壁部及び前記第１開口側に形成される端壁部で覆われており、前記コンタクト
の少なくとも前記接触部が配置される部分が開放され、
　前記端壁部の前記コンタクトと対向する側には、前記接続部の前記第１開口に嵌入され
る突起部が形成されていることを特徴とする雌コネクタ。
【請求項４】
　前記ハウジングに形成された前記端壁部は、前記平開口部を挟んだ一方側及び他方側で
それぞれ一体に繋がって形成されていることを特徴とする請求項２又は３に記載の雌コネ
クタ。
【請求項５】
　前記接続部は、
　所定面積を有する矩形状の底面と、
　前記底面の軸線方向と平行の両端辺から直角に屈曲されて形成された一方の側面及び他
方の側面と、
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　前記一方の側面の前記底面と反対側の端辺から直角に屈曲されて形成された上面と、
　前記他方の側面の前記底面と反対側の端辺の前記第２開口側の一部から直角に屈曲され
て形成された前記上面の下側に配置される接触片とを有する中空の直方体状で構成され、
　前記他方の側面の前記接触片が延設された延設部以外の部分には、前記上面側が切欠か
れた切欠き部が形成され、
　前記切欠き部は、前記上面の前記他方の側面側の端辺から直角に屈曲されて形成された
前記切欠き部と対応する大きさで形成された短側面により塞がれており、
　前記接触片は、湾曲した板状体で形成されており、一方には前記カードエッジ端子と接
触される前記接触部が形成され、他方には前記他方の側面の前記延設部と繋がれており、
前記上面に形成された開孔から前記接触部が突出するように配置され、
　前記カード部材の脱着により前記接触部が押動され、前記連結部を基準に上下に弾性変
形されことを特徴とする請求項２又は３に記載の雌コネクタ。
【請求項６】
　前記コンタクトの前記底面には、開口された係止孔が形成され、
　前記コンタクト収容部には、前記コンタクトが収容されたときに前記コンタクトの底面
が配置される側に、前記係止孔に係止される係止突起が形成され、
　前記コンタクトが前記コンタクト収容部に収容されたとき、前記係止孔と前記係止突起
が係止されることを特徴とする請求項５に記載の雌コネクタ。
【請求項７】
　前記コンタクトの前記一方の側面又は前記他方の側面には、前記接触片が押し下げられ
る可動範囲を規制する規制部が形成されていることを特徴とする請求項５又は６に記載の
雌コネクタ。
【請求項８】
　前記ハウジングには前記カード部材が接続される側の外周に、弾性材料で形成された環
状のシール部材が設けられ、
　前記シール部材は、前記カード部材が前記ハウジングに接続されたとき、前記カード部
材の一部と共にシールされる大きさで形成されていることを特徴とする請求項１～７のい
ずれかに記載の雌コネクタ。
【請求項９】
　前記ハウジング及び前記シール部材の外側には、一方に前記カード部材が挿入される挿
入口と、他方に前記ワイヤーが挿通される挿通口とを有する中空の外装カバー体が装着さ
れており、
　前記外装カバー体は接続された前記カード部材が覆われる大きさで形成されていること
を特徴とする請求項８に記載の雌コネクタ。
【請求項１０】
　前記外装カバー体には、前記カード部材に形成されるガイド突起が案内されて、嵌入さ
れるガイド溝が形成されていることを特徴とする請求項９に記載の雌コネクタ。
【請求項１１】
　前記外装カバー体には、前記カード部材に形成されるロック部と結合される結合部が形
成されていることを特徴とする請求項９又は１０に記載の雌コネクタ。
【請求項１２】
　前記請求項１、２及び４～１１のいずれかに記載された雌コネクタと、
　前記雌コネクタの前記ハウジングに形成された前記リブに対応するスリットが前記カー
ドエッジ部に形成された前記カード部材と、を有することを特徴とするカードエッジコネ
クタ。
【請求項１３】
　前記請求項３～１１のいずれかに記載された雌コネクタと、
　前記雌コネクタと接続される前記カード部材と、を有することを特徴とするカードエッ
ジコネクタ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基板にカードエッジ端子が形成されたカード部材と接続される雌コネクタ及
びカードエッジコネクタに関し、詳しくは、雌コネクタを構成するハウジングのカード部
材が挿入される開口部分の変形を抑制し、また、雌コネクタのハウジングに収容されるコ
ンタクトをハウジングに固定するための構成を設けることで、雌コネクタに収容されたコ
ンタクトのカード部材との接圧の低下を抑制した雌コネクタ及びカードエッジコネクタに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子回路等がプリントされた基板を電子機器等に接続する場合、基板とコネクタ
とを直接接続させるために、基板の端部に端子が形成されたカードエッジ基板等が知られ
ており、また、このカードエッジ基板等と相手方となる雌コネクタとを組み合わせたカー
ドエッジコネクタ等も知られている。このようなカードエッジコネクタ等で用いられる雌
コネクタにおいては、カードエッジ基板等が接続される開口部は基板の幅に合わせて幅広
く形成されている。
【０００３】
　例えば、下記特許文献１には、カードエッジコネクタの接続構造の発明が開示されてお
り、その記載の中で、カードエッジコネクタはコネクタハウジングと端子金具とからなり
、このカードエッジコネクタとプリント基板とが接続されるとされ、コネクタハウジング
は、その前面に横長スリット状に開口する挿入空間を有するとともに、この挿入空間の天
井面に開口する複数のキャビティを有しているとされている。
【０００４】
　しかし、カードエッジコネクタに幅広のプリント基板と接続される横長スリット状に開
口する挿入空間が形成されると、開口から挿入空間にわたって開き変形するおそれがあり
、このような変形によって端子金具とプリント基板との接圧が低下するおそれもある。こ
のような変形は、カードエッジコネクタが高温状態に置かれた場合に顕著となる。
【０００５】
　そのため、下記特許文献２にはこの開き変形を抑制することを目的としたカードエッジ
コネクタが開示されている。下記特許文献２に開示されたカードエッジコネクタでは、基
板の端部が挿入される基板挿入空間を有し、基板の端部を基板の両面から挟み込むように
装着されるコネクタハウジングと、基板の両面に対向して位置するようにコネクタハウジ
ングに配設され、基板の導電路に弾性接触する接触部を有する複数の端子金具と、コネク
タハウジングの外周部のうち端子金具に対応する位置に装着される開き防止部材とを備え
ている。
【０００６】
　このような構成とすることで、下記特許文献２に開示されたカードエッジコネクタによ
れば、基板挿入空間に基板が進入すると、基板の導電路と端子金具の接触部とが弾性接触
すると共に、端子金具が基板の両面から離間する方向に力を受け、コネクタハウジングが
端子金具を介して基板の両面から離間する方向に開き変形しようとするものの、開き防止
部材によって開き変形することが防止され、接触部の導電路に対する接圧を確保すること
ができるとされている。
【０００７】
　また、カードエッジコネクタは、カードエッジコネクタを構成するハウジングに複数の
コンタクト端子が設けられている。これらのコンタクト端子は、カードエッジ基板に形成
された端子と正確に接続させるため、ハウジング内で移動しないように固定されている。
【０００８】
　例えば、下記特許文献２に開示されたカードエッジコネクタでは、端子金具がキャビテ
ィ内に後方から挿入されると、本体部のうち段部より前方部分が受け壁と天井壁との間に
嵌まり込み、かつ、本体部の前端が前止まり規制壁によって前止まりされる構成となって
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いる。さらに、こうして端子金具が正規位置まで挿入されると、撓み係止片が復動して係
合部がランスホールに係合することで、端子金具が後方に抜け止めがされる構成とされて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０００－００３７５９号公報
【特許文献２】特開２００８－０９８０６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上記特許文献２に開示されたカードエッジコネクタでは、コネクタハウジングの外周部
のうち端子金具に対応する位置に開き防止部材として金属リングが装着されており、この
金属リングを装着することで、コネクタハウジングの開き変形を抑制している。しかし、
金属リングを設けることで全体の部品点数が増加し、製造コストが高くなるという課題が
ある。また、金属リングを装着するためにコネクタハウジングに装着部を形成する必要が
あると共に、金属リングもこの装着部及びコネクタハウジングの形状を考慮して形成する
必要があるため、設計が複雑となり、結果として製造コストが高くなるという課題もある
。
【００１１】
　さらに、コネクタハウジングの外周部を金属リングで抑えているため、幅の広いプリン
ト基板を挿入させる場合、基板挿入空間の幅が広くなり、それに合わせて金属リングも幅
を広く形成する必要があるため、金属リングの中央部分の強度が弱くなり、コネクタハウ
ジングの開き変形を十分に抑制することができなくなり、コンタクトとの接圧が低下する
という課題もある。
【００１２】
　さらにまた、上記特許文献２に開示されたカードエッジコネクタでは、金属端子のコネ
クタハウジングにプリント基板を挿入する際、金属端子は一方から圧力を受けることにな
る。この圧力を受け続けることで、キャビティ内において金属端子は、プリント基板から
離れる方向へ移動してしまうおそれがあり、金属端子がプリント基板から離れてしまうと
十分な接圧を得ることが困難となり、接続に不具合が生じるおそれがある。
【００１３】
　さらに、キャビティ自体が金属端子の圧力を受けることで変形してしまうおそれもあり
、金属端子がキャビティ内をプリント基板から離れる方向に移動し、十分な接圧を得るこ
とが困難となるおそれもある。そのため、金属端子をキャビティ内に嵌め込んだり、抜け
止めを行ったりしただけでは、金属端子がキャビティ内を移動することを抑制することは
困難である。
【００１４】
　本発明は、このような従来技術が抱える課題を解決するためになされたもので、基板に
カードエッジ端子が設けられたカード部材と接続される雌コネクタにおいて、カード部材
が挿入されるハウジングの開口部にリブを形成することで開口部の開き変形を抑制し、且
つ、ハウジングに収容されるコンタクトをハウジングに固定するための構成を設けること
でコンタクトとカード部材のカードエッジ端子との接圧が低下することを抑制した雌コネ
クタを提供することを目的とする。
【００１５】
　また、本発明の他の目的は、雌コネクタにカード部材が接続されたカードエッジコネク
タを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の態様の雌コネクタは、少なくとも１つのカ



(6) JP 2014-3007 A 2014.1.9

10

20

30

40

50

ードエッジ端子が少なくとも一面に形成されたカードエッジ部を有するカード部材と接続
される雌コネクタであって、
　一方に前記カードエッジ端子と接続される接続部と、他方にワイヤーが装着されるワイ
ヤー装着部とを有し、前記接続部及び前記ワイヤー装着部が一体に形成された少なくとも
１つのコンタクトと、
　一方に前記カードエッジ部が挿入される平開口部と、他方に前記ワイヤーが挿通される
挿通部とを有し、内部に前記平開口部と連通し前記カードエッジ部が配置される内部空間
と、前記内部空間を挟んで対向して設けられた前記コンタクトが位置決め及び固定されて
収容されるコンタクト収容部とが形成されたハウジングと、を有し、
　前記ハウジングの前記内部空間には、前記コンタクト収容部の前記平開口部を挟んだ一
方側及び他方側を繋ぐリブが少なくとも一箇所に形成されていることを特徴とする。
【００１７】
　また、第２の態様の雌コネクタは、第１の態様の雌コネクタにおいて、前記コンタクト
の前記接続部は、前記ハウジングの前記平開口部側に形成される第１開口と前記ワイヤー
装着部が設けられる側に形成される第２開口とを有し、前記カードエッジ端子と接触され
る接触部を有する中空の筒状体で形成され、
　前記ハウジングの前記コンタクト収容部は、収容された前記コンタクトの両側面側に形
成される側壁部及び前記第１開口側に形成される端壁部で覆われており、前記コンタクト
の少なくとも前記接触部が配置される部分が開放され、
　前記端壁部の前記コンタクトと対向する側には、前記接続部の前記第１開口に嵌入され
る突起部が形成されていることを特徴とする請求項１に記載の雌コネクタ。
【００１８】
　第３の態様の雌コネクタは、少なくとも１つのカードエッジ端子が少なくとも一面に形
成されたカードエッジ部を有するカード部材と接続される雌コネクタであって、
　一方に前記カードエッジ端子と接続される接続部と、他方にワイヤーが装着されるワイ
ヤー装着部とを有し、前記接続部及び前記ワイヤー装着部が一体に形成された少なくとも
１つのコンタクトと、
　一方に前記カードエッジ部が挿入される平開口部と、他方に前記ワイヤーが挿通される
挿通部とを有し、内部に前記平開口部と連通し前記カードエッジ部が配置される内部空間
と、前記内部空間を挟んで対向して設けられた前記コンタクトが位置決め及び固定されて
収容されるコンタクト収容部とが形成されたハウジングと、を有し、
　前記コンタクトの前記接続部は、前記ハウジングの前記平開口部側に形成される第１開
口と前記ワイヤー装着部が設けられる側に形成される第２開口とを有し、前記カードエッ
ジ端子と接触される接触部を有する中空の筒状体で形成され、
　前記ハウジングの前記コンタクト収容部は、収容された前記コンタクトの両側面側に形
成される側壁部及び前記第１開口側に形成される端壁部で覆われており、前記コンタクト
の少なくとも前記接触部が配置される部分が開放され、
　前記端壁部の前記コンタクトと対向する側には、前記接続部の前記第１開口に嵌入され
る突起部が形成されていることを特徴とする。
【００１９】
　また、第４の態様の雌コネクタは、第２又は３の態様の雌コネクタにおいて、前記ハウ
ジングに形成された前記端壁部は、前記平開口部を挟んだ一方側及び他方側でそれぞれ一
体に繋がって形成されていることを特徴とする。
【００２０】
　また、第５の態様の雌コネクタは、第２又は３の態様の雌コネクタにおいて、前記接続
部は、
　所定面積を有する矩形状の底面と、
　前記底面の軸線方向と平行の両端辺から直角に屈曲されて形成された一方の側面及び他
方の側面と、
　前記一方の側面の前記底面と反対側の端辺から直角に屈曲されて形成された上面と、
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　前記他方の側面の前記底面と反対側の端辺の前記第２開口側の一部から直角に屈曲され
て形成された前記上面の下側に配置される接触片とを有する中空の直方体状で構成され、
　前記他方の側面の前記接触片が延設された延設部以外の部分には、前記上面側が切欠か
れた切欠き部が形成され、
　前記切欠き部は、前記上面の前記他方の側面側の端辺から直角に屈曲されて形成された
前記切欠き部と対応する大きさで形成された短側面により塞がれており、
　前記接触片は、湾曲した板状体で形成されており、一方には前記カードエッジ端子と接
触される前記接触部が形成され、他方には前記他方の側面の前記延設部と繋がれており、
前記上面に形成された開孔から前記接触部が突出するように配置され、
　前記カード部材の脱着により前記接触部が押動され、前記連結部を基準に上下に弾性変
形されことを特徴とする。
【００２１】
　また、第６の態様の雌コネクタは、第５の態様の雌コネクタにおいて、前記コンタクト
の前記底面には、開口された係止孔が形成され、
　前記コンタクト収容部には、前記コンタクトが収容されたときに前記コンタクトの底面
が配置される側に、前記係止孔に係止される係止突起が形成され、
　前記コンタクトが前記コンタクト収容部に収容されたとき、前記係止孔と前記係止突起
が係止されることを特徴とする。
【００２２】
　また、第７の態様の雌コネクタは、第５又は６の態様の雌コネクタにおいて、前記コン
タクトの前記一方の側面又は前記他方の側面には、前記接触片が押し下げられる可動範囲
を規制する規制部が形成されていることを特徴とする。
【００２３】
　また、第８の態様の雌コネクタは、第１～７のいずれかの態様の雌コネクタにおいて、
前記ハウジングには前記カード部材が接続される側の外周に、弾性材料で形成された環状
のシール部材が設けられ、
　前記シール部材は、前記カード部材が前記ハウジングに接続されたとき、前記カード部
材の一部と共にシールされる大きさで形成されていることを特徴とする。
【００２４】
　また、第９の態様の雌コネクタは、第８の態様の雌コネクタにおいて、前記ハウジング
及び前記シール部材の外側には、一方に前記カード部材が挿入される挿入口と、他方に前
記ワイヤーが挿通される挿通口とを有する中空の外装カバー体が装着されており、
　前記外装カバー体は接続された前記カード部材が覆われる大きさで形成されていること
を特徴とする。
【００２５】
　また、第１０の態様の雌コネクタは、第９の態様の雌コネクタにおいて、前記外装カバ
ー体には、前記カード部材に形成されるガイド突起が案内されて、嵌入されるガイド溝が
形成されていることを特徴とする。
【００２６】
　また、第１１の態様の雌コネクタは、第９又は１０の態様の雌コネクタにおいて、前記
外装カバー体には、前記カード部材に形成されるロック部と結合される結合部が形成され
ていることを特徴とする。
【００２７】
　第１２の態様のカードエッジコネクタは、第１、２及び４～１１のいずれかの態様の雌
コネクタと、
　前記雌コネクタの前記ハウジングに形成された前記リブに対応するスリットが前記カー
ドエッジ部に形成された前記カード部材と、を有することを特徴とする。
【００２８】
　第１３の態様のカードエッジコネクタは、第３～１１のいずれかの態様の雌コネクタと
、
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　前記雌コネクタと接続される前記カード部材と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２９】
　一般に、カード部材が装着されるハウジングの平開口部は横幅が長く形成されるため、
ハウジングの中央部分が外側へ向かって変形しやすくなり、特に、高温下では熱により変
形しやすくなる。第１の態様の雌コネクタによれば、平開口部を挟んで形成されているコ
ンタクト収容部の一方側と他方側との間を繋ぐリブが形成されているので、平開口部の変
形を抑制することができる。また、カードエッジ端子の数が増え基板の幅が広くなった場
合、それに対応するためにハウジングの横幅も広くなり、より平開口部の中央部分が変形
しやすくなるが、第１の態様の雌コネクタによれば、変形を抑制するリブを複数個所に形
成することで、横幅の広い大きなハウジングの変形も抑制することができるようになる。
さらに、平開口部の変形を抑制することで、カード部材を接続したときにコンタクトとカ
ードエッジ端子との接圧が逃げるのを抑制することができる。また、雌コネクタに接続さ
れるカード部材にリブと対応するような溝やスリットを形成しておくことで、リブがカー
ド部材の接続時にカード部材を所定の位置に正確に案内することができ、カード部材のカ
ードエッジ端子と雌コネクタのコンタクトとが間違って接続されるのを抑制することがで
きる。
【００３０】
　また、第２及び３の態様の雌コネクタによれば、コンタクト収容部に収容されたコンタ
クトは、ハウジングと一体に形成された側壁部及び端壁部により囲まれ、また、端壁部は
幅方向に並んで形成されたものが一体に形成され強固に形成されている。さらに、この端
壁部に形成された突起部が、コンタクトに形成された第１開口に嵌入されることにより、
コンタクトをハウジングに強固に固定させることができ、カード部材と接続されたときに
接圧が逃げることを抑制することができる。
【００３１】
　また、第４の態様の雌コネクタによれば、ハウジングを強固に形成することができるの
で、コンタクトがコンタクト収容部内で移動してしまうことを抑制でき、接圧が逃げるの
をより抑制することができる。
【００３２】
　また、第５の態様の雌コネクタによれば、一枚の板状体を屈曲させることでコンタクト
の接触部を有する接続部を一体に形成することにより、コンタクトを効率よく形成するこ
とができ、また、板体が屈曲されて形成されたコンタクトの直方体の端部を側面で合わせ
るようにすることで、端部が角部分であわされるものより直方体を強固に形成することが
できる。さらに、第３の態様の雌コネクタによれば、端部が角部にないため組み立てる際
にハウジング収容部に引っ掛かり難くなり、組み立てやすくなり、また、弾性変形する接
触片に接触部を形成することで、接触部の変位を大きくすることができ、厚みの公差が大
きい基板のカードエッジ部でも確実に接触させることができるようになる。
【００３３】
　また、第６の態様の雌コネクタによれば、コンタクト収容部にコンタクトを確実に収容
させることができ、さらに、コンタクト収容部からコンタクトが抜けるのを抑制すること
ができる。
【００３４】
　また、第７の態様の雌コネクタによれば、コンタクトに外力が加わっても接触部が変形
するのを一定の範囲にとどめることができるので、接圧が弱まることを抑制することがで
きる。
【００３５】
　また、第８の態様の雌コネクタによれば、雌コネクタのハウジングに設けられたシール
部材によってカード部材と共にシールすることができるので、防水性を高めることができ
るようになる。
【００３６】
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　また、第９の態様の雌コネクタによれば、カード部材が接続されたとき外装カバー体に
よりカード部材を覆うことができるので、カード部材の接触等による破損等を抑制する雌
コネクタを得ることができるようになる。
【００３７】
　また、第１０の態様の雌コネクタによれば、外装カバー体によりカード部材が覆われる
ことで、外装カバー体に形成されたガイド溝がカード部材に形成されるガイド突起を案内
することにより確実に接続が行えるようになる。また、第８の態様の雌コネクタによれば
、外装カバー体のガイド溝とカード部材のガイド突起とを嵌合させることで、雌コネクタ
が振動したときにカード部材は外装カバー体と一緒に振動し、カード部材のみが振動をす
ることを抑制することができ、コンタクトと接続されるカード部材のカードエッジ端子に
負担をかけることを抑制することができる。
【００３８】
　また、第１１の態様の雌コネクタによれば、外装カバー体に形成された結合部とカード
部材に形成されたロック部とが結合することで、外装カバー体からカード部材が抜けるの
を抑制することができる。
【００３９】
　第１２の態様のカードエッジコネクタによれば、上記第１、２及び４～１１のいずれか
の態様の雌コネクタの効果を奏する雌コネクタを備えたカードエッジコネクタを得ること
ができる。また、カード部材のカードエッジ部に雌コネクタのハウジングに形成されたリ
ブと対応したスリットが形成されていることで、位置決めや誤接続を抑制することができ
る。さらにまた、ハウジングに形成した突起部にコンタクトが嵌入されることで、カード
部材が接続されたときに圧力を受けても、コンタクトがコンタクト収容部内を移動するこ
とを抑制することができるので、接圧が逃げるのを抑制することができる。
【００４０】
　第１３の態様のカードエッジコネクタによれば、上記第３～１１のいずれかの態様の雌
コネクタの効果を奏する雌コネクタを備えたカードエッジコネクタを得ることができる。
また、ハウジングに形成した突起部にコンタクトが嵌入されることで、カード部材が接続
されたときに圧力を受けても、コンタクトがコンタクト収容部内を移動することを抑制す
ることができるので、接圧が逃げるのを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】実施形態１のカードエッジコネクタの斜視図である。
【図２】図２Ａは実施形態１の雌コネクタの正面図であり、図２Ｂは上面図であり、図２
Ｃは底面図であり、図２Ｄは一方からみた側面図であり、図２Ｅは他方からみた側面図で
あり、図２Ｆは背面図である。
【図３】実施形態１の雌コネクタの正面図である。
【図４】図３及び図１２のIV－IV線での断面図である。
【図５】図４のＶ部の拡大断面図である。
【図６】実施形態１及び実施形態２のコンタクトの斜視図である。
【図７】図７Ａはコンタクトの正面図であり、図７Ｂは図７ＡのVIIB‐VIIB線での断面図
である。
【図８】実施形態１のカード部材の斜視図である。
【図９】図９Ａ及び図９Ｂはカードエッジコネクタの接続の過程を示す断面図である。
【図１０】実施形態２のカードエッジコネクタの斜視図である。
【図１１】図１１Ａは実施形態２の雌コネクタの正面図であり、図１１Ｂは上面図であり
、図１１Ｃは底面図であり、図１１Ｄは一方からみた側面図であり、図１１Ｅは他方から
みた側面図であり、図１１Ｆは背面図である。
【図１２】実施形態２の雌コネクタの正面図である。
【図１３】図１２のXIII－XIII線での断面図である。
【図１４】図１３のXIV部の拡大断面図である。
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【図１５】実施形態２のカード部材の斜視図である。
【図１６】図１６Ａ及び図１６Ｂはカードエッジコネクタの接続の過程を示す断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。ただし、以下に示す実施形態は、
本発明の技術思想を具体化するための雌コネクタ及びカードエッジコネクタを例示するも
のであって、本発明をこれに特定することを意図するものではなく、特許請求の範囲に含
まれるその他の実施形態のものにも等しく適応し得るものである。
【００４３】
［実施形態１］
　図１～図９を参照して、実施形態１にかかるカードエッジコネクタ１０について説明す
る。カードエッジコネクタ１０は、図１に示すように、雌コネクタ１１とこの雌コネクタ
１１に接続されるカード部材５６とで構成されている。
【００４４】
　まず、雌コネクタ１１について図１～図７を参照して説明する。雌コネクタ１１は図２
～図４に示すように、外部の機器と接続される複数のワイヤー４６と、ワイヤー４６が装
着されカード部材と接続される複数のコンタクト２８と、このコンタクト２８を内部に支
持固定するコンタクト収容部１６（１６ａ、１６ｂ）が形成されたハウジング１２とを有
している。そして、ハウジング１２にはカード部材が接続される側の外周に環状のシール
部材４９が設けられ、また、シール部材４９が設けられた側とは反対側のハウジング１２
の内側には、ワイヤーシール４７が設けられている。さらに、ハウジング１２及びシール
部材４９の外側には、ハウジング１２及びシール部材４９が覆われるように形成された外
装カバー体５０が設けられている。以下、各構成について説明する。
【００４５】
　まず、ハウジング１２は図３～図５に示すように、一方にカード部材５６のカードエッ
ジ部５８が挿入されて接続される幅方向に広く形成された平開口部１３と、他方にワイヤ
ー４６が挿通される挿通部１４を有し、内部には平開口部１３と連通する内部空間１５が
設けられている。また、内部空間１５及びハウジング１２の内部構造部１２ａを挟んで対
向する上側及び下側には、挿通部１４と連通するコンタクト収容部１６が設けられた平坦
な筒状体で形成されている。ハウジング１２の内側に設けられた内部空間１５は、接続さ
れるカード部材５６のカードエッジ部５８が配置される部分となり、コンタクト収容部１
６はコンタクト２８が位置決め及び固定されて収容される部分となる。また、ハウジング
１２の挿通部１４側の内部にはワイヤーシール４７が装着されるワイヤーシール装着部２
７が設けられている。
【００４６】
　コンタクト収容部１６は、内部空間１５及びハウジング１２の内部構造部１２ａを挟ん
で上側のコンタクト収容部１６ａ（以下単に上側１６ａともいう）と下側のコンタクト収
容部１６ｂ（以下単に下側１６ｂともいう）に、コンタクト２８の一つ一つが収容される
それぞれの収容空間を有している。なお、上側１６ａと下側１６ｂのコンタクト収容部１
６は互い違いになるように形成されている。また、コンタクト収容部１６の上側１６ａ及
び下側１６ｂには、収容されるコンタクト２８の側面側には側壁部１８が形成され、また
、ハウジング１２の平開口部１３側には端壁部１９が形成され、これらの側壁部１８及び
端壁部１９によってコンタクト２８が覆われるようになっている。
【００４７】
　また、コンタクト収容部１６の端壁部１９は平開口部１３を挟んで対向する上側１６ａ
及び下側１６ｂのそれぞれが繋がれて一体となるように形成され、上側１６ａ及び下側１
６ｂの端壁部１９はハウジング１２の側面側２２とも繋がれている。さらに、上側１６ａ
及び下側１６ｂの側壁部１８は平開口部１３及び内部空間１５側とは反対側にそれぞれ延
設され、ハウジング１２の上面側２０及び底面側２１と繋がるように形成されている。こ
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のように、コンタクト収容部１６の端壁部１９及び側壁部１８をハウジング１２の側面側
２２、上面側２０及び底面側２１に繋げて一体に形成されているため、コンタクト収容部
１６の強度を高めることができる。
【００４８】
　また、端壁部１９のコンタクト収容部１６側には、収容されたコンタクト２８に対応す
るように所定長さの突起部２３が形成されている。なお、この突起部２３の形状は円柱状
や角柱状等の形状で形成される。さらに、上側１６ａ及び下側１６ｂの端壁部１９にはコ
ンタクト２８が挿入されたとき、コンタクト２８の挿入を規制する凸部２４がコンタクト
収容部１６のそれぞれの端壁部１９に形成されている。
【００４９】
　また、この凸部２４の平開口部１３側はカード部材５６のカードエッジ部５８が挿入さ
れたときに円滑に内部空間１５へと導けるようにテーパー２５が上側１６ａ及び下側１６
ｂの端壁部１９に形成されている。このとき、端壁部１９の凸部２４がカードエッジ部５
８の侵入する側に置かれたコンタクト２８に対しての壁となることで、カードエッジ部５
８の先端とコンタクト２８の端部とが接触することを抑制し、カードエッジ部５８の損傷
を抑制することができる。
【００５０】
　また、コンタクト収容部１６の上側１６ａ及び下側１６ｂにおいてカードエッジ部５８
が挿入される側は少なくとも一部が開放され、収容されたコンタクト２８がカードエッジ
端子５９と接続できるようになっている。また、コンタクト収容部１６の開放された側と
は反対側には、収容されたコンタクト２８と係止される係止突起２６が形成されている。
【００５１】
　また、ハウジング１２には平開口部１３から内部空間１５内に向かってコンタクト収容
部１６の上側１６ａと下側１６ｂとを繋ぐリブ１７がハウジング１２と一体に形成されて
いる。このリブ１７は、コンタクト収容部１６の端壁部１９からハウジング１２の内部空
間１５の奥行き方向に亘り、内部構造部１２ａと一体となるように延設されて形成されて
いる。このとき、リブ１７は端壁部１９から内部構造部１２ａまでの上側１６ａと下側１
６ｂとも一体として形成されている。このようなリブ１７が形成されることにより、ハウ
ジング１２の平開口部１３の横幅が長く開口して形成されていても平開口部１３及び内部
空間１５の変形を抑制することができる。また、このリブ１７は、図３では一箇所に形成
されているが、これに限らず複数個所に形成されていてもよく、リブを複数個所に形成す
ることで、多くのカードエッジ端子を備えた幅の広いカード部材と接続される、横幅を広
げた平開口部を有する大きなハウジングの変形も抑制することができるようになる。
【００５２】
　次に、図４～図７を参照してコンタクト２８について説明する。コンタクト２８は、カ
ード部材５６のカードエッジ部５８（図９参照）と電気的に接続されるものであり、一方
にカードエッジ端子５９と接続される接続部２９と、他方にワイヤー４６が装着されるワ
イヤー装着部４４とが一体に形成されている。このコンタクト２８の形成は、例えば、打
ち抜き加工した金属製の板体をプレス加工や折り曲げ加工等を行うことで形成される。
【００５３】
　接続部２９は、コンタクト２８がコンタクト収容部１６に収容されたとき平開口部１３
側に形成される第１開口３０と、ワイヤー装着部４４側に形成される第２開口３１とを有
し、底面３２、一方の側面３４、他方の側面３６及び上面３８等で構成された中空の筒状
体で形成されている。
【００５４】
　接続部２９を構成する底面３２は、所定面積を有する矩形状で形成され、この底面３２
の軸線方向と平行の両端辺から直角に屈曲されて一方の側面３４及び他方の側面３６が形
成され、上面は一方の側面３４の底面３２側と反対側の端辺から直角に屈曲されて形成さ
れている。また、上面の下側には他方の側面３６の底面３２側と反対側の端辺の第２開口
３１側の一部から直角に屈曲されて形成された接触片４１が配置されている。
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【００５５】
　さらに、他方の側面３６には、他方の側面３６の上部の接触片４１が延設されている延
設部４３以外の部分には、他方の側面３６の上面３８側が切欠かれた切欠き部３７が形成
されている。そして、上面３８には他方の側面３６側の端辺から直角に屈曲されて形成さ
れた切欠き部３７と対応する大きさで形成された短側面３９が形成され、この短側面３９
により切欠き部３７が塞がれている。このような構成により、接続部２９は中空の直方体
状に形成されている。
【００５６】
　また、接触片４１は湾曲した板状体で形成されており、一方にカードエッジ端子５９と
接触される接触部４２が設けられ、他方に他方の側面３６と繋がれた延設部４３で一体に
構成されている。なお、上面３８には開孔４０が形成されており、接触片４１に設けられ
た接触部４２がこの開孔４０から突出するように配置されている。
【００５７】
　このようにすることで、接続部２９ではカード部材５６が脱着されることによりカード
エッジ端子５９により接触部４２が押動され、延設部４３を基準として上下に弾性変形す
るようになり、カードエッジ部に歪みがあっても十分な接圧を得ることができる。
【００５８】
　また、コンタクト２８の底面３２には係止孔３３が形成されており、ハウジング１２の
コンタクト収容部１６に形成された係止突起２６と係止することができる。また、コンタ
クト２８の一方の側面３４側には、カード部材５６との接続により接触片４１の押し下げ
られる可動範囲を規制する規制部３５が、一方の側面３４の一部を屈曲させて形成されて
いる。この規制部３５が形成されることにより、コンタクト２８の接触部４２の変形を一
定の範囲内とすることができるため、カードエッジ端子５９とコンタクト２８との接圧が
弱まることを抑制することができる。
【００５９】
　一方、ワイヤー装着部４４は、図６に示すように、ワイヤー４６が装着されていない状
態では両側の片部４５が上方に向かって形成されているが、ワイヤー４６が装着されると
両側の片部４５を折り曲げワイヤー４６を挟み込むことで、コンタクト２８とワイヤー４
６の装着が行われるようになる。なお、ワイヤー４６は一方がコンタクト２８に装着され
他方が外部の電子機器等に接続されカードエッジコネクタ１０と外部機器との電気信号の
やり取りを行うものである。
【００６０】
　次に、ワイヤーシール４７は図４に示すようにワイヤー４６が貫通する複数の貫通孔４
８が形成されていると共に、ハウジング１２のワイヤーシール装着部２７に装着できるよ
うな形状の弾性部材で形成されており、ハウジング１２内に配設されるワイヤー４６を固
定し、且つ、ワイヤー４６が配設される側からの液体等の侵入を抑制するものである。
【００６１】
　また、シール部材４９は、図４に示すように、ハウジング１２の平開口部１３側の外周
に設けられており、ハウジング１２の端部からはみ出すような大きさの筒状体で形成され
ている。そして、シール部材４９のはみ出した側の内側に接続されたカード部材５６が嵌
合されるようになる。なお、シール部材４９の内側には環状の凹凸が形成されている。
【００６２】
　また、外装カバー体５０は、図２及び図４に示したように、ハウジング１２及びハウジ
ングに取り付けられた状態のシール部材４９並びにハウジング１２に接続された状態のカ
ード部材５６が覆われる大きさで形成されており、一方にカード部材５６が挿入される挿
入口５１と、他方にワイヤー４６が挿通される挿通口５２とが形成された筒状体で構成さ
れている。また、外装カバー体５０の上部には、カード部材５６と接続されたときに結合
される結合孔５５が設けられ、さらに、内側には係合溝５４及びガイド溝５３とが形成さ
れている。
【００６３】
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　次に、図４及び図５を参照して雌コネクタ１１の組み立てについて説明する。雌コネク
タ１１の組み立ては、まず、コンタクト２８のワイヤー装着部４４にワイヤー４６を装着
する。この装着は上述したように、コンタクト２８のワイヤー装着部４４の両側の片部４
５を折り曲げワイヤー４６を挟み込むことでワイヤー４６を固定する。
【００６４】
　次に、ワイヤー４６を装着したコンタクト２８を外装カバー体５０の挿通口５２から通
し、外装カバー体５０にあらかじめワイヤー４６を挿通させた状態とする。このとき、コ
ンタクト２８が外装カバー体５０の挿入口５１から出た状態とし、後の組み立てを行い易
くする。
【００６５】
　次に、ワイヤー４６を装着させたコンタクト２８をハウジング１２に取り付ける。この
取り付けは、あらかじめハウジング１２のワイヤーシール装着部２７にワイヤーシール４
７を装着させたハウジング１２の挿通部１４側からワイヤーシール４７の貫通孔４８と共
にコンタクト２８を挿入し、コンタクト収容部１６にコンタクト２８を収容させる。この
とき、コンタクト２８はコンタクト収容部１６の上側及び下側においてコンタクト２８の
接続部２９の接触部４２がハウジング１２の内部空間１５側を向くようにそれぞれ挿入す
る。
【００６６】
　また、コンタクト２８の挿入はハウジング１２の端壁部１９に形成された突起部２３が
コンタクト２８の第１開口３０に嵌入されるように行い、さらに、コンタクト収容部１６
の係止突起２６がコンタクト２８の係止孔３３と係止するように行う（図５参照）。この
ように、コンタクト２８がコンタクト収容部１６の端壁部１９の突起部２３に嵌入される
ことで、コンタクト２８はコンタクト収容部１６に強固に固定されカード部材５６と接続
されたときに接圧が逃げることを抑制することができる。
【００６７】
　そして、ハウジング１２にシール部材４９を取り付け、ハウジング１２を外装カバー体
５０の内部に配置させることで雌コネクタ１１の組み立てが完了する。
【００６８】
　次に、カード部材５６の雌コネクタ１１への接続について説明する。まず、図８を参照
して実施形態１のカード部材５６について説明する。カード部材５６は、回路配線等がプ
リントされ、一方の端部に雌コネクタ１１に備えられたコンタクト２８と接触される複数
のカードエッジ端子５９が形成された基板５７と、この基板５７のカードエッジ部が突出
するように合成樹脂材料で一体にモールド成形された樹脂成形部６１とで構成されている
。
【００６９】
　基板５７（図９参照）は、表面ないし裏面にプリントされた回路や集積回路等が搭載さ
れたものであり、端部に雌コネクタ１１のコンタクト２８と接触されて電気的に接続され
る複数のカードエッジ端子５９が形成されたカードエッジ部５８を有している。カードエ
ッジ端子５９は、基板５７に形成された回路配線等と導通される導電性材料で形成され所
定の間隔で配設されており、表側と裏側とでそれぞれ互い違いとなるようにされている。
また、カードエッジ部５８には中央から少しずらした位置にスリット６０が形成されてお
り、このスリット６０は、雌コネクタ１１との接続の際に雌コネクタ１１のハウジング１
２に形成されたリブ１７に嵌り込む部分となり、位置決めやカード部材が反対に取り付け
ることを防止する等に使用される部分となる。なお、このスリット６０と雌コネクタ１１
のハウジング１２に形成されるリブ１７は、それぞれの大きさ及び数を対応させて形成す
る。
【００７０】
　樹脂成形部６１は、基板５７が内包されるように形成された低背の直方体で形成されて
いる。樹脂成形部６１の上面６２及び底面６５には、雌コネクタ１１と接続されるときの
誘導や位置決めに用いられる係合突起６９が形成されており、また、樹脂成形部６１の両
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側面６３、６４にはガイド突起６７が形成されており、さらに、樹脂成形部６１の上面３
８の略中央部には、雌コネクタ１１と結合されるロック部６８が形成されている。
【００７１】
　また、樹脂成形部６１にはカードエッジ部５８が突出した側の雌コネクタ１１と接続さ
れる部分に、環状の嵌合部６６が形成されている。嵌合部６６は、図９に示すように、樹
脂成形部６１のカードエッジ部５８が突出された側の外周に形成されており、カード部材
５６が雌コネクタ１１に接続されたときに、雌コネクタ１１に設けられたシール部材４９
と嵌合される部分である。
【００７２】
　次に、図９を参照してカード部材５６の雌コネクタ１１への接続について説明する。雌
コネクタ１１とカード部材５６との接続は、まず、カード部材５６を外装カバー体５０の
挿入口５１からカード部材５６のカードエッジ部５８を先に向けて挿入する。このとき、
外装カバー体５０の係合溝５４及びガイド溝５３とカード部材５６の係合突起６９及びガ
イド突起６７の位置をあわせて挿入させる。また、カード部材５６のカードエッジ部５８
に形成されたスリット６０をハウジング１２の平開口部１３に形成されたリブ１７と嵌め
合わせる。このとき、リブがカード部材に形成されたスリットに嵌入されることで、リブ
がカード部材の接続時にカード部材を所定の位置に正確に案内することができ、カード部
材のカードエッジ端子と雌コネクタのコンタクトとが間違って接続されるのを抑制するこ
とができる。
【００７３】
　その後、挿入を続けコンタクト２８の接続部２９とカードエッジ端子５９を接続させ、
また、外装カバー体５０の結合孔５５とカード部材５６のロック部６８とを結合させ、さ
らに、雌コネクタ１１に設けられたシール部材４９をカード部材５６の嵌合部６６と嵌合
させることで接続が完了する。
【００７４】
　このように組み立てられたカードエッジコネクタ１０によれば、雌コネクタ１１のハウ
ジング１２にリブ１７が形成されることでカードエッジ端子５９が接続される平開口部１
３の変形が抑制され、接圧が逃げるのを抑制することができる。さらに、コンタクト２８
が収容されるコンタクト収容部１６には、コンタクト２８が嵌入される突起部２３が形成
された端壁部１９がハウジング１２と一体に形成されることで、コンタクト２８を強固に
固定させることができ、接圧が逃げるのを抑制することができる。
【００７５】
　また、カード部材５６は雌コネクタ１１に設けられた外装カバー体５０により覆われて
いるため、カード部材５６が接触等により破損することを抑制することができるようにな
る。さらに、カード部材５６を覆うように形成された雌コネクタ１１の外装カバー体５０
により、カード部材５６に形成されたガイド突起６７が雌コネクタ１１の外装カバー体５
０に形成されたガイド溝５３に案内され、接続を確実に行うことができる。
【００７６】
　また、ガイド突起６７はカード部材５６の側面の嵌合部以外の部分に形成されており、
このガイド突起６７と雌コネクタ１１の外装カバー体５０のガイド溝５３とが嵌合されて
いることで、カードエッジコネクタ１０が振動しても、カード部材５６は一緒に振動し、
カード部材５６のみが振動をすることを抑制することができ、カード部材５６と雌コネク
タ１１との接続されたカードエッジ端子５９に負担がかかることを抑制することができる
。
【００７７】
［実施形態２］
　実施形態１の雌コネクタ１１及びカードエッジコネクタ１０では、雌コネクタ１１を構
成するハウジング１２の平開口部１３にリブ１７が形成され、また、カードエッジコネク
タ１０を構成するカード部材５６のカードエッジ部５８にスリット６０が形成された場合
を説明した。実施形態２の雌コネクタ１１Ａ及びカードエッジコネクタ１０Ａでは、雌コ



(15) JP 2014-3007 A 2014.1.9

10

20

30

40

50

ネクタ１１Ａのハウジング１２Ａの平開口部１３Ａにリブを形成せず、また、カードエッ
ジコネクタ１０Ａを構成するカード部材５６Ａのカードエッジ部５８Ａにスリットを形成
しない場合について説明する。なお、実施形態２の雌コネクタ１１Ａ及びカードエッジコ
ネクタ１０Ａは、リブ及びスリットが形成されていないこと以外は、実施形態１の雌コネ
クタ１１及びカードエッジコネクタ１０と同じであるので、共通する構成については同一
の符号を付し、詳細な説明は省略する。
【００７８】
　図６、７及び図１０～図１５を参照して、実施形態２にかかるカードエッジコネクタ１
０Ａについて説明する。カードエッジコネクタ１０Ａは、図１０に示すように、雌コネク
タ１１とこの雌コネクタ１１Ａに接続されるカード部材５６Ａとで構成されている。
【００７９】
　まず、雌コネクタ１１Ａについて図６、図７及び図１０～図１４を参照して説明する。
雌コネクタ１１Ａは図１１～図１３に示すように、外部の機器と接続される複数のワイヤ
ー４６と、ワイヤー４６が装着されカード部材と接続される複数のコンタクト２８と、こ
のコンタクト２８を内部に支持固定するコンタクト収容部１６（１６ａ、１６ｂ）が形成
されたハウジング１２Ａとを有している。そして、ハウジング１２Ａにはカード部材が接
続される側の外周に環状のシール部材４９が設けられ、また、シール部材４９が設けられ
た側とは反対側のハウジング１２Ａの内側には、ワイヤーシール４７が設けられている。
さらに、ハウジング１２Ａ及びシール部材４９の外側には、ハウジング１２Ａ及びシール
部材４９が覆われるように形成された外装カバー体５０が設けられている。以下、各構成
について説明する。
【００８０】
　まず、ハウジング１２Ａは図１２～図１４に示すように、一方にカード部材５６Ａのカ
ードエッジ部５８Ａが挿入されて接続される幅方向に広く形成された平開口部１３Ａと、
他方にワイヤー４６が挿通される挿通部１４を有し、内部には平開口部１３Ａと連通する
内部空間１５Ａが設けられ、また、内部空間１５Ａ及びハウジング１２Ａの内部構造部１
２Ａａを挟んで対向する上側及び下側には、挿通部１４と連通するコンタクト収容部１６
が設けられた平坦な筒状体で形成されている。ハウジング１２Ａの内側に設けられた内部
空間１５Ａは、接続されるカード部材５６Ａのカードエッジ部５８Ａが配置される部分と
なり、コンタクト収容部１６はコンタクト２８が位置決め及び固定されて収容される部分
となる。また、ハウジング１２Ａの挿通部１４側の内部にはワイヤーシール４７が装着さ
れるワイヤーシール装着部２７が設けられている。
【００８１】
　コンタクト収容部１６は、内部空間１５Ａ及びハウジング１２Ａの内部構造部１２Ａａ
を挟んで上側のコンタクト収容部１６ａ（以下単に上側１６ａともいう）と下側のコンタ
クト収容部１６ｂ（以下単に下側１６ｂともいう）に、コンタクト２８の一つ一つが収容
されるそれぞれの収容空間を有している。なお、上側１６ａと下側１６ｂのコンタクト収
容部１６は互い違いになるように形成されている。また、コンタクト収容部１６の上側１
６ａ及び下側１６ｂには、収容されるコンタクト２８の側面側には側壁部１８が形成され
、また、ハウジング１２Ａの平開口部１３Ａ側には端壁部１９が形成され、これらの側壁
部１８及び端壁部１９によってコンタクト２８が覆われるようになっている。
【００８２】
　また、コンタクト収容部１６の端壁部１９は平開口部１３Ａを挟んで対向する上側１６
ａ及び下側１６ｂのそれぞれが繋がれて一体となるように形成され、上側１６ａ及び下側
１６ｂの端壁部１９はハウジング１２Ａの側面側２２とも繋がれている。さらに、上側１
６ａ及び下側１６ｂの側壁部１８は平開口部１３Ａ及び内部空間１５Ａ側とは反対側にそ
れぞれ延設され、ハウジング１２Ａの上面側２０及び底面側２１と繋がるように形成され
ている。このように、コンタクト収容部１６の端壁部１９及び側壁部１８をハウジング１
２Ａの側面側２２、上面側２０及び底面側２１に繋げて一体に形成されているため、コン
タクト収容部１６の強度を高めることができる。
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【００８３】
　なお、実施形態２のハウジング１２Ａでも、端壁部１９のコンタクト収容部１６側には
、収容されたコンタクト２８に対応するように所定長さの突起部２３が形成されている。
なお、この突起部２３の形状は円柱状や角柱状等の形状で形成される。さらに、上側１６
ａ及び下側１６ｂの端壁部１９にはコンタクト２８が挿入されたとき、コンタクト２８の
挿入を規制する凸部２４がコンタクト収容部１６のそれぞれの端壁部１９に形成されてい
る。
【００８４】
　また、この凸部２４の平開口部１３Ａ側はカード部材５６Ａのカードエッジ部５８Ａが
挿入されたときに円滑に内部空間１５Ａへと導けるようにテーパー２５が上側１６ａ及び
下側１６ｂの端壁部１９に形成されている。このとき、端壁部１９の凸部２４がカードエ
ッジ部５８Ａの侵入する側に置かれたコンタクト２８に対しての壁となることで、カード
エッジ部５８Ａの先端とコンタクト２８の端部とが接触することを抑制し、カードエッジ
部５８Ａの損傷を抑制することができる。
【００８５】
　また、コンタクト収容部１６の上側１６ａ及び下側１６ｂにおいてカードエッジ部５８
Ａが挿入される側は少なくとも一部が開放され、収容されたコンタクト２８がカードエッ
ジ端子５９と接続できるようになっている。また、コンタクト収容部１６の開放された側
とは反対側には、収容されたコンタクト２８と係止される係止突起２６が形成されている
。
【００８６】
　次に、図６、図７、図１３及び図１４を参照してコンタクト２８について説明する。コ
ンタクト２８は、カード部材５６のカードエッジ部５８（図１６参照）と電気的に接続さ
れるものであり、一方にカードエッジ端子５９と接続される接続部２９と、他方にワイヤ
ー４６が装着されるワイヤー装着部４４とが一体に形成されている。このコンタクト２８
の形成は、例えば、打ち抜き加工した金属製の板体をプレス加工や折り曲げ加工等を行う
ことで形成される。
【００８７】
　接続部２９は、コンタクト２８がコンタクト収容部１６に収容されたとき平開口部１３
Ａ側に形成される第１開口３０と、ワイヤー装着部４４側に形成される第２開口３１とを
有し、底面３２、一方の側面３４、他方の側面３６及び上面３８等で構成された中空の筒
状体で形成されている。
【００８８】
　接続部２９を構成する底面３２は、所定面積を有する矩形状で形成され、この底面３２
の軸線方向と平行の両端辺から直角に屈曲されて一方の側面３４及び他方の側面３６が形
成され、上面は一方の側面３４の底面３２側と反対側の端辺から直角に屈曲されて形成さ
れている。また、上面の下側には他方の側面３６の底面３２側と反対側の端辺の第２開口
３１側の一部から直角に屈曲されて形成された接触片４１が配置されている。
【００８９】
　さらに、他方の側面３６には、他方の側面３６の上部の接触片４１が延設されている延
設部４３以外の部分には、他方の側面３６の上面３８側が切欠かれた切欠き部３７が形成
されている。そして、上面３８には他方の側面３６側の端辺から直角に屈曲されて形成さ
れた切欠き部３７と対応する大きさで形成された短側面３９が形成され、この短側面３９
により切欠き部３７が塞がれている。このような構成により、接続部２９は中空の直方体
状に形成されている。
【００９０】
　また、接触片４１は湾曲した板状体で形成されており、一方にカードエッジ端子５９と
接触される接触部４２が設けられ、他方に他方の側面３６と繋がれた延設部４３で一体に
構成されている。なお、上面３８には開孔４０が形成されており、接触片４１に設けられ
た接触部４２がこの開孔４０から突出するように配置されている。
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【００９１】
　このようにすることで、接続部２９ではカード部材５６Ａが脱着されることによりカー
ドエッジ端子５９により接触部４２が押動され、延設部４３を基準として上下に弾性変形
するようになり、カードエッジ部に歪みがあっても十分な接圧を得ることができる。
【００９２】
　また、コンタクト２８の底面３２には係止孔３３が形成されており、ハウジング１２Ａ
のコンタクト収容部１６に形成された係止突起２６と係止することができる。また、コン
タクト２８の一方の側面３４側には、カード部材５６Ａとの接続により接触片４１の押し
下げられる可動範囲を規制する規制部３５が、一方の側面３４の一部を屈曲させて形成さ
れている。この規制部３５が形成されることにより、コンタクト２８の接触部４２の変形
を一定の範囲内とすることができるため、カードエッジ端子５９とコンタクト２８との接
圧が弱まることを抑制することができる。
【００９３】
　一方、ワイヤー装着部４４は、図６に示すように、ワイヤー４６が装着されていない状
態では両側の片部４５が上方に向かって形成されているが、ワイヤー４６が装着されると
両側の片部４５を折り曲げワイヤー４６を挟み込むことで、コンタクト２８とワイヤー４
６の装着が行われるようになる。なお、ワイヤー４６は一方がコンタクト２８に装着され
他方が外部の電子機器等に接続されカードエッジコネクタ１０Ａと外部機器との電気信号
のやり取りを行うものである。
【００９４】
　次に、ワイヤーシール４７は図１３に示すようにワイヤー４６が貫通する複数の貫通孔
４８が形成されていると共に、ハウジング１２Ａのワイヤーシール装着部２７に装着でき
るような形状の弾性部材で形成されており、ハウジング１２Ａ内に配設されるワイヤー４
６を固定し、且つ、ワイヤー４６が配設される側からの液体等の侵入を抑制するものであ
る。
【００９５】
　また、シール部材４９は、図１３に示すように、ハウジング１２Ａの平開口部１３Ａ側
の外周に設けられており、ハウジング１２Ａの端部からはみ出すような大きさの筒状体で
形成されている。そして、シール部材４９のはみ出した側の内側に接続されたカード部材
５６Ａが嵌合されるようになる。なお、シール部材４９の内側には環状の凹凸が形成され
ている。
【００９６】
　また、外装カバー体５０は、図１１及び図１３に示したように、ハウジング１２Ａ及び
ハウジング１２Ａに取り付けられた状態のシール部材４９並びにハウジング１２Ａに接続
された状態のカード部材５６Ａが覆われる大きさで形成されており、一方にカード部材５
６Ａが挿入される挿入口５１と、他方にワイヤー４６が挿通される挿通口５２とが形成さ
れた筒状体で構成されている。また、外装カバー体５０の上部には、カード部材５６Ａと
接続されたときに結合される結合孔５５が設けられ、さらに、内側には係合溝５４及びガ
イド溝５３とが形成されている。
【００９７】
　次に、図１３及び図１４を参照して雌コネクタ１１Ａの組み立てについて説明する。雌
コネクタ１１Ａの組み立ては、まず、コンタクト２８のワイヤー装着部４４にワイヤー４
６を装着する。この装着は上述したように、コンタクト２８のワイヤー装着部４４の両側
の片部４５を折り曲げワイヤー４６を挟み込むことでワイヤー４６を固定する。
【００９８】
　次に、ワイヤー４６を装着したコンタクト２８を外装カバー体５０の挿通口５２から通
し、外装カバー体５０にあらかじめワイヤー４６を挿通させた状態とする。このとき、コ
ンタクト２８が外装カバー体５０の挿入口５１から出た状態とし、後の組み立てを行い易
くする。
【００９９】
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　次に、ワイヤー４６を装着させたコンタクト２８をハウジング１２Ａに取り付ける。こ
の取り付けは、あらかじめハウジング１２Ａのワイヤーシール装着部２７にワイヤーシー
ル４７を装着させたハウジング１２Ａの挿通部１４側からワイヤーシール４７の貫通孔４
８と共にコンタクト２８を挿入し、コンタクト収容部１６にコンタクト２８を収容させる
。このとき、コンタクト２８はコンタクト収容部１６の上側及び下側においてコンタクト
２８の接続部２９の接触部４２がハウジング１２Ａの内部空間１５Ａ側を向くようにそれ
ぞれ挿入する。
【０１００】
　また、コンタクト２８の挿入はハウジング１２Ａの端壁部１９に形成された突起部２３
がコンタクト２８の第１開口３０に嵌入されるように行い、さらに、コンタクト収容部１
６の係止突起２６がコンタクト２８の係止孔３３と係止するように行う（図１４参照）。
このように、コンタクト２８がコンタクト収容部１６の端壁部１９の突起部２３に嵌入さ
れることで、コンタクト２８はコンタクト収容部１６に強固に固定されカード部材５６Ａ
と接続されたときに接圧が逃げることを抑制することができる。
【０１０１】
　そして、ハウジング１２Ａにシール部材４９を取り付け、ハウジング１２Ａを外装カバ
ー体５０の内部に配置させることで雌コネクタ１１Ａの組み立てが完了する。
【０１０２】
　次に、カード部材５６Ａの雌コネクタ１１Ａへの接続について説明する。まず、図１５
を参照して実施形態２のカード部材５６Ａについて説明する。カード部材５６Ａは、回路
配線等がプリントされ、一方の端部に雌コネクタ１１Ａに備えられたコンタクト２８と接
触される複数のカードエッジ端子５９が形成された基板５７Ａと、この基板５７Ａのカー
ドエッジ部５８Ａが突出するように合成樹脂材料で一体にモールド成形された樹脂成形部
６１とで構成されている。
【０１０３】
　基板５７Ａ（図１６参照）は、表面ないし裏面にプリントされた回路や集積回路等が搭
載されたものであり、端部に雌コネクタ１１Ａのコンタクト２８と接触されて電気的に接
続される複数のカードエッジ端子５９が形成されたカードエッジ部５８Ａを有している。
カードエッジ端子５９は、基板５７Ａに形成された回路配線等と導通される導電性材料で
形成され所定の間隔で配設されており、表側と裏側とでそれぞれ互い違いとなるようにさ
れている。
【０１０４】
　樹脂成形部６１は、基板５７Ａが内包されるように形成された低背の直方体で形成され
ている。樹脂成形部６１の上面６２及び底面６５には、雌コネクタ１１Ａと接続されると
きの誘導や位置決めに用いられる係合突起６９が形成されており、また、樹脂成形部６１
の両側面６３、６４にはガイド突起６７が形成されており、さらに、樹脂成形部６１の上
面３８の略中央部には、雌コネクタ１１Ａと結合されるロック部６８が形成されている。
【０１０５】
　また、樹脂成形部６１にはカードエッジ部５８Ａが突出した側の雌コネクタ１１Ａと接
続される部分に、環状の嵌合部６６が形成されている。嵌合部６６は、図１６に示すよう
に、樹脂成形部６１のカードエッジ部５８Ａが突出された側の外周に形成されており、カ
ード部材５６Ａが雌コネクタ１１Ａに接続されたときに、雌コネクタ１１Ａに設けられた
シール部材４９と嵌合される部分である。
【０１０６】
　次に、図１６を参照してカード部材５６Ａの雌コネクタ１１Ａへの接続について説明す
る。雌コネクタ１１Ａとカード部材５６Ａとの接続は、まず、カード部材５６Ａを外装カ
バー体５０の挿入口５１からカード部材５６Ａのカードエッジ部５８Ａを先に向けて挿入
する。このとき、外装カバー体５０の係合溝５４及びガイド溝５３とカード部材５６Ａの
係合突起６９及びガイド突起６７の位置をあわせて挿入させる。
【０１０７】
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　その後、挿入を続けコンタクト２８の接続部２９とカードエッジ端子５９を接続させ、
また、外装カバー体５０の結合孔５５とカード部材５６Ａのロック部６８とを結合させ、
さらに、雌コネクタ１１Ａに設けられたシール部材４９をカード部材５６Ａの嵌合部６６
と嵌合させることで接続が完了する。
【０１０８】
　実施形態１では、ハウジング１２にリブ１７を設けることで、平開口部１３及びそれに
繋がる内部空間１５が高温等で開くのを抑制すると共に、ハウジング１２に形成した突起
部２３をコンタクト２８に嵌入させることで、接圧が逃げるのを抑制していた。しかし、
カードエッジコネクタであっても、カード部材の基板の幅が広くないタイプのものもあり
、基板の幅が狭い場合、リブに嵌め込まれるスリットを形成するスペースがない場合もあ
る。そのような場合であっても、実施形態２のカードエッジコネクタ１０Ａによれば、コ
ンタクト２８が収容されるコンタクト収容部１６には、コンタクト２８が嵌入される突起
部２３が形成された端壁部１９がハウジング１２Ａと一体に形成されることで、コンタク
ト２８をコンタクト収容部１６に強固に固定させることができ、接圧が逃げるのを抑制す
ることができる。なお、幅の狭いカードエッジコネクタであれば、雌コネクタの構造によ
り平開口部等が高温等で開くことはほとんど抑えられるので、実施形態１のようなリブを
設ける必要がなくなる。
【０１０９】
　また、カード部材５６Ａは雌コネクタ１１Ａに設けられた外装カバー体５０により覆わ
れているため、カード部材５６Ａが接触等により破損することを抑制することができるよ
うになる。さらに、カード部材５６Ａを覆うように形成された雌コネクタ１１Ａの外装カ
バー体５０により、カード部材５６Ａに形成されたガイド突起６７が雌コネクタ１１Ａの
外装カバー体５０に形成されたガイド溝５３に案内され、接続を確実に行うことができる
。
【０１１０】
　また、ガイド突起６７はカード部材５６Ａの側面の嵌合部以外の部分に形成されており
、このガイド突起６７と雌コネクタ１１Ａの外装カバー体５０のガイド溝５３とが嵌合さ
れていることで、カードエッジコネクタ１０Ａが振動しても、カード部材５６Ａは一緒に
振動し、カード部材５６Ａのみが振動をすることを抑制することができ、カード部材５６
Ａと雌コネクタ１１Ａとの接続されたカードエッジ端子５９に負担がかかることを抑制す
ることができる。
【符号の説明】
【０１１１】
　１０、１０Ａ：カードエッジコネクタ　１１、１１Ａ：雌コネクタ　１２、１２Ａ：ハ
ウジング　１３、１３Ａ：平開口部　１４：挿通部　１５、１５Ａ：内部空間　１６：コ
ンタクト収容部　１７：リブ　１８：側壁部　１９：端壁部　２０：上面側　２１：底面
側　２２：側面側　２３：突起部　２４：凸部　２５：テーパー　２６：係止突起　２７
：ワイヤーシール装着部　２８：コンタクト　２９：接続部　３０：第１開口　３１：第
２開口　３２：底面　３３：係止孔　３４：一方の側面　３５：規制部　３６：他方の側
面　３７：切欠き部　３８：上面　３９：短側面　４０：開孔　４１：接触片　４２：接
触部　４３：延設部　４４：ワイヤー装着部　４５：片部　４６：ワイヤー　４７：ワイ
ヤーシール　４８：貫通孔　４９：シール部材　５０：外装カバー体　５１：挿入口　５
２：挿通口　５３：ガイド溝　５４：係合溝　５５：結合孔　５６、５６Ａ：カード部材
　５７、５７Ａ：基板　５８、５８Ａ：カードエッジ部　５９：カードエッジ端子　６０
：スリット　６１：樹脂成形部　６２：上面　６３、６４：両側面　６５：底面　６６：
嵌合部　６７：ガイド突起　６８：ロック部　６９：係合突起
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